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はじめに
　定年（60）後、日本語教師として中国東北部の吉林省延辺大学に赴任し、2007 年から
2013 年まで日本語学部において日語作文などを指導した。本稿は、「日本語の文章を書きな
れる」ために、「学習者の日本語学習へのモチベーションをどう高めるか」という観点から
日語作文教育の実践を報告したい。
　延辺大学は朝鮮族自治州の民族大学であり、日本語学部には朝鮮族の学習者が多い。しか
し延辺州における日本語教育は、1990 年から急激に衰退してきている。延辺教育学院の金
明姫氏の資料（注 1）によると、1990 年の大学入試では 90.3％が日本語で受験していたが、
2007 年には英語での受験者が 85.3％を占めたとある。現在もこの傾向に大きな変化はない。
Ⅰ　日本語教育の目的
　　日本語・日本文化に触れ、親しませ中日友好に意を用いる言語教育
Ⅱ　「日語作文Ⅰ」の目標
1　日本語の作文を書くことに慣れさせる
　日本語を学びはじめて、まだ 1年半しか経っていない学習者にとっては、まず「日本語で
文章を書く」ことに慣れなければならない。大村はま氏は「書き慣れさせる」ことの大切さ
を次のように指摘している。
　「上手下手をあまり言わず、書くことが特別なことをするという気持でなくなるように、
書き慣れさせるようにしたら、子どもも教師も楽になるのではないでしょうか。人がほめる
ようなものが書けなくても筆不精でなくなれば幸せだと思います。（中略－筆者）
上手下手を気にせず、しかし書かないことのほうは大いに気にして、とにかく書くことをつ
づけさせる、やめさせない、ということを考えていきたいと思います」（大村はま『教室を
いきいきと 2』p150 ～ 151　筑摩書房 1986）
中国延辺大学における日本語教育
―起点班「日語作文Ⅰ」を中心として―
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　作文指導における大村氏の「書き慣れさせる」という指摘は、日本語を外国語として学ん
でいる中国の学習者にも当てはまる。彼らにとって日本語で文章を書くことはまだまだ抵抗
が多い。故に苦手意識を持たせないよう配慮しながら書き続けさせることが重要となる。
　そこで、日本語の作文が書けるようになるためにはまず何よりも「量」が重要で、一定量
をこなすことが「質への転換」へつながると説得した。そして、「文法や語法の間違いをあ
まり気にせず、毎時間（90 分）1編ずつ書く」と目標を設定した。
　指導者も作文の「上手下手をあまり言わ」ないようにする。例えば、作文発表のあとは
①取材の観点、取材内容の豊かさを評価する②的確な表現、こなれた表現を見つけ出し、積
極的に評価する③文法や語法の間違いを取り上げる場合は、数人分まとめて指導し、個人に
コンプレックスを抱かせないようする、ことを心がけた。
　「日語作文Ⅰ」では、いくつかの作文を書いたあと、「1週間の日記」という課題を出した。
1週間続けて日記を書く。「日本語の文章を書き慣れる」ことがねらいである。1週間続けて
日記を書く苦労を 11 級のある学生は「最近、毎日日本語で日記を書いている。いつも何を
書くか、困っている。日記を書く内容がある時、日本語ではなんと言うのか分からない。大
変だな。」（『11 起点班・日語作文集（写作 1）25』P26　延辺大学日本語学部　2012）と書
いてきた。「日本語ではなんと言うのか」と率直に心情を吐露している点が評価できる。
　彼女のように「何を書くか、困っている」という学習者のために「日替わり日記」という
形で曜日ごとにテーマを提示すべきであった。例えば、月曜日（テレビを見て）、火曜日（故
郷のこと）、水曜日（新聞から）のように。もちろん、書くことが自分で見つけられた場合は、
それを優先して書く。こうした具体的手立てが不十分だったため「何を書くか困っている」
という学習者を生み出した。「1週間の日記」指導での反省点である。
　同じクラスの S君は「今、日本語で日記を書いて、もっと自分の日本語能力の変化を測
られて、日記を書く面白さが増えています。何年か後、今の日記を読めば、自分の変化に向
上が現れます。日記を書くことによって、時間を握ることができるのではないでしょうか。」
（同上　P125）と書いている。ここでは「日記を書く」ことが日本語のレベルアップにつな
がることを実感的にとらえている。
　毎回の作文授業では「とにかく書いてみる」ことを第一にした。授業の前半（30 分程度）は、
指導者の文話や学習者の作文発表によって取材のヒントを与え、モチベーションを高める。
書き慣れるために、授業終了時までに作文を必ず書き上げるよう要求した。
2 　10,000 字書くことを目標に作文を書きためる
　「1学期に 10,000 字の作文を書きためる」という目標は、日本語で書く卒業論文が 6,000
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～ 8,000 字だからである。つまり、「10,000 字の作文を書きためる」ことによって、「書き慣
れる」ことへの自信を生み出したいと考えた。そこで「卒業論文の字数より多く書いた」と
いう体験が必要だと考えた。1学期は 16 週である。週 2回の授業だから 32 回予定できる。
毎回、400 字程度の作文を書いていけば 10,000 字を書きためることもそれほど難しい目標で
はないと度々強調した。
　大村はま氏は、「書くことの学習指導のなかで、最もむずかしく、教えにくいのは、この『進
んで書くようにする』、つまり、筆不精をなくすことである。これが、書くことのなかで、
いちばん教えにくい、しかし、いちばん教えたいことである。」とし、「筆不精は書くことの
いろいろな力をゼロにしてしまうから、これを克服するためにはどんなにほねを折っても惜
しくはない」（1991 大村はま『大村はま国語教室 5』P150　　筑摩書房）と強調している。
　ここでいう「進んで書く」は「書きたい」という「表現意欲」である。これは、中国の日
本語学習者にとっても重要なポイントである。つまり、ここでつまずくと「私の日本語のレ
ベルがまだ低いから書けない」などの理由をつけて「書くこと」を避けようとする。これは
正確な日本語習得の妨げになる。日語作文の文法や語法の間違いは、「鑑賞」や「推敲」によっ
て訂正していく。つまり、「書くことを習慣にする」ことが日本語学習者のレベルアップへ
の要求にも応えることになる。
　06 級の Sさんは『日語作文集』の編集後記に「作文集を作りながら、皆さんの作文が最
初の簡単な文章からだんだん熟していく過程を見て、とてもうれしかったです」（2008『06
起点班・日語作文集（写作Ⅰ）』P319　延辺大学日本語学部）と書いた。また、「作文授業
を振り返って」のなかで、11 級の Nさんは、10,000 字の目標について次のように振り返っ
ている。
　初めての作文授業を振り返ると、今の私自身に少しでも進歩があると感じました。初めて
の授業に先生が私達に“今学期の目標は 10,000 字の作文を書くことです。”とおっしゃった時、
私達みんなが不可思議なものだと思って、10,000 字を書くことが無理だと思いました。でも、
私自身が書く作文は今はもう13,000字ぐらいになりました。それに私自分もびっくりしたし、
努力に加え、堅持すれば不可能も可能になることを理解しました。日本語の作文を書くこと
は私が以前、中国語とか朝鮮語で作文を書くよりちょっと難しいことでした。日本語をレベ
ルがまだ不充分ですから、中国語か朝鮮語のように言葉を自由気ままに使うことが無理で、
作文を書く時には電子辞書がなければとても大変なことでした。（中略－筆者）今の作文を
書く方面に対しての私のレベルは初めよりは少しでもアップしたと思っています。（後略－
筆者）（『11 起点班・日語作文集（写作 1）32』P291　延辺大学日本語学部　2013）
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　「日語作文Ⅰ」の目標が「10,000 字の作文」と聞いたNさんは「無理だ」と思ったという。
これは、多くの学習者の偽らざる気持ちだったに違いない。しかし、毎時間、作文を書いて
いるうちに「もう 13,000 字ぐらいになり」、目標達成に「びっくりし」ている。そして、N
さんは「努力に加え、堅持すれば不可能も可能になる」と感じている。目標設定が「書き続
け」ることになり、それが日本語のレベルアップへの自信になったことがうかがえる。
3 　『日語文集』をつくる
　7年にわたる作文指導では、学期末ごとにクラス別の『日語作文集』を作成し学習の成果
をまとめた。この間、「日語作文Ⅰ」「日語作文Ⅱ」の文集を合わせて 33 冊になった。これ
らの作文集は、「作文Ⅰ」の取材、構成、「作文Ⅱ」のテーマ設定などにも役立てることがで
きた。11 級の Kさんは、作文の授業を振り返って、「一段の進歩があ」った、「毎回の授業
で 1つの作文を書」いたことを「楽しかった」と総括している。
作文の授業を振り返って 11 級・K
　今日、最後の作文を書きました。過去の作文の授業をふりかえって、こころのなかでいろ
いろな感触がありました。最初、私は 400 字は書くことができました。今、800 字を書くこ
とができます。私にとって、もう一段の進歩があります。
　時間は過ぎるのがとても早いです。この学期の作文授業が終わりそうです。最初、授業の
初めで、私はちょっと緊張感がありました。しかし、後の過程は楽しかったです。毎回の授
業で、1つの作文を書きました。（中略－筆者）
　昨日，全部の作文をコンピュータで打ちました。いつの間に 10,000 字を書きました。こ
ころのなかで、ちょっと楽しかったです。
　以前、作文の授業で先生はいろいろな方法を私達に教えました。例えば、毎日日記を書く。
後、よく生活を観察します。これは私の作文について、補助がたくさんあります。そして、
授業でほかのクラスメートの作文を聞いて、感想を発表しました。そこには、よい素材があ
ります。ほかの人は生活について、ちがう感想がありました。これ、は面白いことです。そ
して、発表の中から、私の言葉も向上させました。（後略－筆者）
 （『11 起点班・日語作文集（写作 1）32』P290　延辺大学日本語学部　2013）
　ここでは作文指導における鑑賞の重要さを、「クラスメートの作文を聞いて、感想を発表
し」たこと、「そこには、よい素材があ」ること、同じ作文発表を聞いても「ちがう感想があ」
ること、「発表の中から、私の言葉も向上させ」ることができた、としてとらえている。
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　『日語作文集』の「編集後記」では、各クラスの編集長の大変な思いが素直に綴られている。
05 級の編集長である Jさんは「次々と目標に挑戦」するようになった自分について、次の
ように書いている。
　作文の授業を通じて、私たちは自分自身にぴったり合う目標を目指し、これまでなかった
やる気が起きるようになった。短い文章に始まり、段々長い文章に挑戦してきた私たちはま
るで夢のような成功感を感じた。あまりに簡単な目標さえできなかった私たちは、今もう少
しレベルを高く設定し、次々と目標に挑戦し続けていく様子になった。
 （『05 起点班・日語作文集（写作 1）』P179 延辺大学日本語学部　2008）
　また、08 級編集長の Lさんは『作文集』編集の苦労と喜びを次のようにまとめている。
　あっという間に 1学期が過ぎました。振り返って見れば、辛い思い出がたくさんありまし
た。徹夜して作文を整理したこともあるし、二、三人が出し遅れて、同じ仕事を何度も繰り
返さなければならないこともありました。
　もちろん、世の中にはバランスがあります。悪い点があると当時に　いい点もあります。
この仕事を担当してから、私のコンピュータのレベルが高くなりました。そして、最も重要
なのはクラスメートが私の大変さを理解してくれたことです。（後略－筆者）
 （『08 起点班・日語作文集（写作 1）25』P208　延辺大学日本語学部　2010）
　10 級の編集長であるUさんは、これまで記録してきたことを「とても嬉しくて自分の誇
りに思っている」と書き、今後の課題を「自分の間違ったところをちゃんとチェックして、
日本語のレベルをアップしなければならない」としている。
　今学期の作文授業はそろそろ終わりました。今学期みんな一緒に作文を書いて充実してと
ても面白かったです。
　先生は私たちに作文を書く方法を教えて下さいました。だから、私たちは日本語で作文を
書くことができるようになりました。作文で私たちの気持ちや考えを記録してきました。と
ても嬉しくて自分の誇りに思っています。でも、私たちは間違うところもたくさんあります。
それから、自分の間違ったところをちゃんとチェックして、日本語のレベルをアップしなけ
ればならないと思っています。（後略－筆者）
 （『10 起点班・日語作文集（写作 1）25』P240　延辺大学日本語学部　2012）
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　11 級の編集長であるMさんは、編集の仕事内容を具体的に説明しながら、その苦労を次
のように記している。
　初めてこんなに大量の作文を集めました。とても大変でした。後期、毎日クラスメートに
「作文を早く出してよ、早く、」と催促しました。そして、作文を全部一つのワードにおさめ
て、字体とか字の大きさを同じに作って、最後に先生に送ります。
　作文を催促する間は本当に疲れるし、ストレスもいっぱいでした。時に、締め切りまでま
だ集め終わらなくて、とても心配しました。それに、最後、間違い書式を全部直したのも疲
れました。
　でも、最後に私達が今まで書いた作文がだんだん一つの本になって行く様子を見ると、気
分がよくなります。全部の苦労は価値があります。（後略－筆者）
 （『11 起点班・日語作文集（写作 1）32』P292　延辺大学日本語学部　2013）
　学習者のすべての作品を掲載する『作文集』の作成は、一人一人に成就感や充実感をもた
せた。「編集後記」にある「もう少しレベルを高く設定し、次々と目標に挑戦し続けていく」
「日記を書きつづけて、それから、素材を蓄積」する、「今まで書いた作文がだんだん一つの
本になって行く様子を見ると、気分がよくな」る、という記述からも『作文集』の作成が学
習者のモチベーションを高めてきたといえる。
　33 回発行された『日語作文集』は学習者だけでなく、日語科の先生方にも配付した。製
本代は当初、指導者の自費だったが、2年目からは学習者の自己負担、そして 3年目からは
日本語学部で公に予算化された。大きな進歩である。
Ⅲ　指導内容・指導過程
1　起点班の指導内容
　起点班の学習者は中学・高校時代の外国語は英語を選択している。従って大学に入学して
初めて日本語を学ぶ。作文は 2年後期から開始されるので日本語の学習歴はまだ 1年半であ
る。文法や語法の間違いも少なくない。
　しかし、大切なのは「日本語で文章を書くのは難しい」という苦手意識を何とか払拭する
ことである。そのために「日語作文Ⅰ」の最初の授業では 05 級・I さんの「どうして？」
という自由題の作文を提示する。すると「日語作文ではこんなふうに書いていいのか、想像
していたより面白い」との反応が広がる。それは、中国の伝統的な文章作法は「命題（課題）
作文」（注2）であるせいかもしれない。
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どうして？ 05 級・I
　（今年）私は 22 歳で大学の 3年生です。でも、今まで恋人がいません。どうしてですか。
私は恋人がいない理由が全然わかりません。私が勉強もいいですし、家庭教育もいいです。
きれいな顔ももっています。趣味は料理をつくることと、整理することで、とても良妻賢母
に似ている女の子です。性格もいいですから私の周囲にいる人たちは毎日楽しいです。私は
歌が上手です。民謡も流行歌も全部歌うことができます。でも、残念なことがひとつありま
す。私は少し太いです。でも私に恋人がいない理由はそういうことじゃないと思います。
　みなさん、私にはどうして恋人ができませんか。その理由は何ですか。
　この作文の新鮮さは「今まで恋人がいません。どうしてですか」と大胆に読者に語りかけ
た点である。読者はまず、この率直さにショックを受ける。こんなにも自分をさらけ出して
書いてもいいのだろうかと驚く。「私が勉強もいいですし、家庭教育もいいです。きれいな
顔ももっています」とユーモアたっぷりに自己アピールする。このオーバーな表現のなかに
も多少の自負心が感じられる。ここでは青年期特有の関心事が題材として取り上げられ、複
雑な気持ちが率直に書かれている。だからこそ読者の興味をひき、その問いかけに応えてみ
たいという表現意欲が刺激される。I さんの「どうして？」を紹介したあと、彼女の同級生
が次のような意見を書いたとして「私の回答」と「新しい自分を作る」を紹介する。多くの
学習者にとってこの二つの意見がモチベーションアップに役立つようである。
私の回答 05 級・A
　I さんの作文はとてもおもしろかった。私が見ても Iさんはいい女性です。歌も上手だし、
性格もいいし、心もやさしいし…。私が考えるには、Iさんが質問に対する答は三つあると
思います。
　第一は、今の男性の思想に問題があります。女性を見る時、体型とか顔しか見ません。私
が思うのは、心のやさしいことが一番重要だと思いますが、現実はそうじゃないんです。第
二は Iさんの縁の時機が来ていませんでした。時機を待ったら、いい王子が来ると思います。
第三は、Iさんの目がとても高いです。韓国の張東鍵のようにハンサムな人は世界にも何人
かいません。でも、Iさんはそんな人を求めるので、どうして恋愛することができようか。
新しい自分を作る 05 級・B
　クラスメートはどうして自分には恋人がいないのかという文章を書いた。彼女はその自信
をもっていても、どうしても恋人がないと言った。
　私も彼女はとてもいい女性だと思うよ。ただちょっと太いけど。でもそれだけではだめで
－ 112 －
（7）
す。延吉、特に延辺大学では美人が多すぎで、男子さえもきれいだ。それゆえ、ここは特別
なところだって、朝鮮族の集まるところだ。朝鮮族の男性はきれいなものを好むのは皆も知っ
ているだろう。だから、彼らは付き合う相手も自分の好きな種の人を希望する。
　上述のいろいろな原因で、私は自分をもっときれい、すばらしい人に変わろうと主張する。
ちょっと太かったらもっと細くなる。是は顔よりも簡単に変わるだろう。ダイエットの方法
はたくさんあるので、ちょっとひとつ自分に一番合う方法を選んで、今から頑張るわ。身だ
けでなく、気質もちゃんと美人のところになるはずだ。それで、自分が本当に美人になると
きは、付き合いたい男性は必ず門で込み合う。その時、男子に選ばれることじゃなくて、男
性たちを選ぶ。それから目に入った人を選んで、ロマンチックな恋をしよう。
　同級生二人の主張は、論理的でなかなか説得力がある。「男性の思想に問題」とか「必ず
門で込み合う」という中国人らしい表現に学習者の共感が広がる。
　「初めての作文授業」という課題作文からスタートした「日語作文Ⅰ」は、自由作文、課
題作文を取り混ぜながら、毎時間（90 分）必ず作品を一つ書き上げるようにしてきた。自
由作文では日常的な取材の重要さを絶えず強調し、各自の豊富な取材にもとづく作文を高く
評価した。
　日本語教育の目的は「日本語・日本文化に触れ、親しませ中日友好に意を用いる言語教育」
である。この点から「日語作文Ⅰ」の指導内容も幅広く取り上げるようにした。
　日常的な取材活動を奨励し、作文発表を聞いて自分の取材の幅を広げるように働きかけた。
「ああ、こうした経験なら私にもある」という具合に作文の鑑賞指導が各自の取材に大いに
役立つ。また、課題作文では「日本語・日本文化に触れ、親しませ中日友好に意を用いる」
という観点から、CDで「故郷」を聞き感想を書く、「日中国交正常化 35 周年記念 DVD」
を鑑賞し中日関係を論じる、有島武郎「一房の葡萄」を読んで感想を書く、「メイドインジャ
パンと中国人の生活」という作文コンクールに全員で応募、などにも取り組んだ。
2 　起点班の指導過程
①　自由に書かせる（取材の重視）
　起点クラスの日本語学習は大学入学時がスタートである。しかし、入学当初から日本語を
話せる学習者も数名いる。彼らは幼児のときから日本のアニメを繰り返し見て育ったので自
然と覚えたという。書く事はほとんどできないが、聞いたり話したりは上手である。こうし
た学習者は語彙が豊富で文章を書くスピードも速い。
　08 級の Cさんは、「これまでの生活で一番印象に残っていることを思い出して書く」との
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テーマで、大学受験を前にした父とのトラブルを取り上げて書いている。受験生の自分を心
配する父親に対して「介入しないでくれ」と反発した。その一言に悔いが残るとして、次の
ような作文を書いた。
一言 08 級・C
　時間がすぎるのがずいぶん早いですね。私はもう大学 2年生になります。今までのことが
きのう発生したかのようです。永遠忘れません。人々に対して一言ですけど、本当に時間は
大事だと思います。
　大学入学試験前の 7日くらいに父が私を励ますために韓国から来ました。気分がよかった
です。気持ちもいいし父も隣にいるので成績がもっと上がると思いましたが、結果は全然違
いました。ちょうど家に着くと、父は「今日の勉強はどうでしたか。」と聞きます。当時、
本当に父の話に答えられませんでした。ただ「まだまだでした。」と私は言います。本来、1
日の授業で疲れていましたが、父がそんな話を言うので気分悪くなりました。ご飯を食べる
時も、いろいろなおいしい料理を作ってくれました。「たくさん食べさせて、いい大学に入
学させる」といつも言っていました。そんな言葉に我慢できませんでした。そこで、父に心
を痛める一言を言いました。「父さんはいつもそんなことを言うので、圧力になって勉強が
嫌いになります。もう大きくなったので、私がどうやるか分かりますから勉強に介入しない
でください。」　その後、友達の家に泊まりました。第 2日目、振り返ると父に分を超える話
を言ってしまったと思います。そこで、「すみません」とあやまり、父に抱えられて泣きま
した。父も泣く感じがしました。必ず父の恩に報いたいと決意しました。私の一言で父は心
を痛めたからです。
　一言ですけど、その話をいいはなされます。一言が重要だと思います。一言が人生をかえ
ます。それ以上、何を言うかちゃんと考えた後で話すべきです。
 （『08 級起点班・日語作文集（写作 1）12』P60　延辺大学日本語学部　2010）
　自由題作文の決め手は何と言っても丁寧な取材である。Cさんの作文は「父の帰国」「プレッ
シャー」「反発」「後悔」「和解」「教訓」と順を追って書いている。筆者の多面的な取材とと
もに、その時の心情が率直に語られているところがよい。こうした取材の優れている文章を
積極的に評価し、授業のなかで取り上げ紹介する。このことによってほかの学習者が新たな
取材の手がかりをつかむようである。
　文章を書くことは、正確な言語を習得する上で欠かせない。ところが、文法の間違い、語
彙量の少なさ、コミュニケーションがうまくとれないなど、多様な原因で文章を書くことを
できるだけ敬遠したいと考える学習者も多い。しかし、これは何も中国の学習者に限ったこ
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とではなく、言語習得する上で誰もが克服すべき課題である。
②　題を用意し（与えて）書かせる（構想を立てて）
　自由題で作文を書くためには、日常的に取材することが何よりも大切である。作文の授業
の時には、いつも何を書くか準備をして臨むように話した。初めのうちは書く材料もたくさ
んあるが次第に行き詰まってくる。『作文集』から先輩の作文を紹介したり、授業の初めに
おこなう作文発表の中からヒントを得たりするよう促した。
　時には題を用意し（与え）て書かせる。『日語作文集 12（2010．8 月発行）』には、課題作
文が 14、次のように並べられている。
　①初めての作文授業　② 3月 4日の朝　③取材について　④ 1週間の日記　⑤スピーチ大
会の原稿（読書、10 年後の私、上海万博）　⑥スピーチの様子　⑦キャンパスの春　⑧「故
郷」という日本の歌を聞いて　⑨「天声人語」（2010．5．14）を読んで　　⑩日中国交正常
化 35 周年記念DVDを見て　⑪有島武郎「一房の葡萄」を読んで　⑫手紙文　⑬日本語の
学習　⑭作文コンクール応募「メイドインジャパンと中国人の生活」
　つまり、一学期 30 回ほどの授業で半分は課題作文である。もちろん、課題があっても自
分が取材して書きたい内容があるときは、そちらを優先してもよいことにしていた。
　大村はま氏は「材料はただ『探せ探せ』と言うのではなく、こんなのがあるのではないか、
というふうに与えるということが、大切だと思います。まず書きたいようなことがあるよう
にしないといけないと思います。書くことがあっても書けないことはあるでしょうけれども、
これは、という書きたいことがあって、上手・下手をあまり言わなければ、とにかく鉛筆を
動かして書くことは書きます。」（大村はま『大村はまの国語教室 2』p30　筑摩書房 1983）
と「書く内容を持たせる」ことの重要さを説いている。この意味で、「作文Ⅰ」における課
題作文には意味があった。14 の課題は、単に課題を提示するのではなく、授業の前半で取
材しやすいような材料を興味がわくように並べる。つまり、DVDをみたり、CDを聞いたり、
資料を一緒に読んだり、興味をもたせるように説明を工夫する。
　クラスのほとんど学習者が書きためた作文が 10,000 字の目標を超えたことから見て、日
語作文に対するモチベーションは高く保たれたと考える。
③　長く豊かに書けるように（推敲を経験させる）
　05 級起点クラスのD君は、3年前期、日語作文 1の授業で「故郷の現実」という短い文
章を書いた。彼はそのなかで「現実はほんとうに残酷」と訴えている。D君の故郷は延辺大
学の地元である。彼は朝鮮族の学習者である。
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故郷の現実 D
　私は生まれてから今まで、ずっと延吉市内に住んでいます。この町は 20 年間にいろいろ
な変化が起こりました。以前は朝鮮族の人口がずっと多かったのですが、今は漢族より少な
いです。そして今、たくさんの朝鮮族は韓国などの外国へ働きに行きます。ですから、自分
の子供は家庭の雰囲気を味わうこともできません。家庭のためにお金を稼ぐ反面、自分の子
供に家庭の雰囲気もつくれません。現実はほんとうに残酷だと思います。（196 字）
　D君の問題意識は重要なものであり、この文章をより深めさせたいと考えた。そこで「とっ
てもいい内容なのでもっと詳しく書いてほしい」と要求した。それが以下の文章である。
196 字の文章が、7倍以上の 1401 字になった。D君の問題意識を高く評価したことで推敲が
繰り返され、思考を深めた文章になった。
故郷の現実 2（推敲後） D
　私は 22 年前に生まれて、ずっと延吉市内に住んでいる。過去 20 年あまりに延吉市、そし
て延辺はいろいろな発展と変化が起こされた。
　延辺朝鮮族自治州は 1952 年に成立する時、朝鮮族の人口は総人口の 3分の 2ぐらいを占
めたが、今は 3分の 1ぐらいしかいない。それは本当に厳しくて、急激な変化だ。それで今
は民族教育の環境及び競争が厳しい状況に直面している。州内朝鮮族の地位、それよりもこ
の状態が今までのように続いて発展すれば、あまり遠くない将来、朝鮮族自治州も地球の上
で消失するかもしれない。
　なぜそんなことが起こっているのか。それにはいろいろな原因がある。特に、民族の意識
と伝統が、現在のような結果を生み出した重要な原因じゃないかと私は思っている。
　まず長い歴史から見れば、今、中国に住んでいる朝鮮族は 19 世紀半ばから、中国の東北
部に移った。あの時は莫大な自然災害、そして列強の侵略と国内の封建的圧迫などから、自
分の利益と自由のために中国に避難した。それは、あの時期としては移らざるをえなかった。
しかし、今、延辺から他の地方への移動は人類としてもっと理想的な生活を追い求めるため
である。だから、国内の大きな町、そして国外の発達国へ行って生活することになる。僕は
以前、そのように故郷を捨てる人は本当にいやになっていたが、今はそれが人類の一つの本
性だと思って、だんだん理解できるようになった。
　私の朝鮮族は以前からずっと親として子供に勉強をさせるための覚悟がある。「子供のた
めに牛でも売って勉強を支持する」と言われる俗談は、一番適当な言葉だと思う。今、私た
ちの親もその優良な伝統を受け継いで子供の教育、そして家庭の豊かな生活のために韓国な
ど外国へ行って一生懸命働いている。
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　哲学の中では、「世界のすべてのものは二面性をもっている」とはっきり定義されている。
これを延吉の家庭と町の変化に導入してみれば、本当に真理だと思う。延吉の親たちも子供
と家庭のため働いているんだけど、哲学の二面性をおろそかにした。なぜなら、ここからいっ
たん外国へ働きに行ったら、少なくとも三年ぐらいずっとその国にいることになる。その期
間、多くの子供には親の監視と気遣いがない。親は自分のために外国へ行って、店の主人と
おかみさんに馬鹿にされながら働いたにもかかわらず、子供は親が郵送したお金をやたらと
使っている。そんな悪い習慣が続いた結果、今の子供だけでなく、もう 20 代になった青年
たちも素養がとても低い。
　多くの人は外国から帰った後、続いてお金をもうけるために自分の「会社」を建てる。で
も工業基礎がない延辺には、「会社」ならレストラン、カラオケ、マッサージ院など消費場
所しかない。そして、そんな場所なら延吉市内の農村でも容易に探すことができるほどある。
夏休みの時、天津からここに旅行に来た私のある友達もびっくりしていた。彼は中国のいろ
いろ大きい町と発達地区で旅行したんだけれど、こんなにぜいたくな地方は初めてだと言っ
た。それを聞いて、私はぽかんとした。
　故郷の現実は、一つの悪循環だと思う。今、延辺で流通しているお金のほとんどは、外国
から汗水たらして働いて稼いだものだ。今の故郷のいろいろな状況と流通しているお金の現
実を比べればはっきりした対比になる。そんな堕落している故郷、今は民族人口も少なくなっ
てきている。僕も先人のように故郷を捨てて、遠い地方に離れたい。（1401 字）
　彼の憂いは、「故郷を捨てて、遠い地方に離れたい」という一文によく現れている。解決
策の見えない複雑な心境を正直に描いている。推敲によって内容がどんなふうに豊かになっ
たかを授業のなかで確認させた。多くの学習者が推敲の重要さを認識するようである。
　2008 年からは徐々に学習者の手によるタイピングも可能となった。つまり、推敲は手書
き原稿をタイピングする段階でできるようになってきたわけである。まずは手書きでいろい
ろ書かせることが重要だと考え、「すぐれた文章を書くことが目的ではない」ことを強調した。
　自分の作品を改めてタイピングすることについて学習者からは苦情が出なかった。先輩の
分厚い作文集を見ているので自分の作文をタイピングするのは当然と考えていたようである。
外国語で自分の考えを表現することは、易しいとはいえない。特に文法や語法の間違いも多
いが、これは推敲段階で修正し、覚えていくほうが実践的である。訂正箇所が多ければ多い
ほど、日本語に対する理解がどの程度なのかを自己評価できる。この点でも自分の作品をそ
の都度タイピングさせたことはよかったと考える。
　大村はま氏は「文章の成長はどうしても人間の成長によるものですから、焦らずに。『自
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分の心の中を字にする作業』－書くことをそのように考えて－を続けさせて、その子が人間
として成長し表現したいものを心の中に持った時に不自由のないように、と考えて書かせつ
づけていたいと思います。ほかのことでも同じですが、文章を書く力は、ことに伸びの速度
と時期がまちまちです。」（大村はま 1986『教室をいきいきと 2』p151　筑摩書房）と述べ
ている。D君は、取り上げた作文のほかに「母親」「反省」「吉林」「砂嵐」「今の時間」「サッ
カー試合の応援」「秋」「北京一極集中」「先生」「隣の友達」などを書いている。D君の作文
内容はまさに多感な青年期の人間的な成長を感じさせる。
　06 級のWさんは、「作文Ⅰ」で、ほぼ 10,000 字にのぼる文章を書いた。課題作文を「四
川大地震」「春を見つける」「出席をとる様子」と 3編。自由作文を「夢を見た」「私と兄」「ヘ
アスタイルが変わった後」「いいかげんにしなさい」「写真の中の私」「痛み」「私の悩み」「挑
戦」「消しゴム」「我がクラスの班長さん」「大丈夫だよ」「兄との電話」「延吉の天気変化から」
「2008 年の春」「 2％足りない自分が怒られる」「私とパパ」「未来の夫への手紙」「私の胃か
らのメッセージ」「写作の授業」「みんなに反省するよ」「夏休みの『絶対計画』」「特別な出
会い」と 22 編書き上げた。
　これほどの分量を書いた彼女は、3年生の 1学期、「日語作文Ⅱ」で「和服から見た日本
人の民族性」（約 12,000 字）という研究論文を書き上げた。さらに論文の進み具合や困難点、
悩みなどを日常的に綴る「研究ノート」は、5,000 字を越えた。「量から質への転換」が図ら
れた例である。
おわりに
　『日語作文集』は、研究の宝庫である。作文集からいろいろな日本語指導の問題点をたど
ることができる。すでに、中国の日本語学部の先生方には、『日語作文集』の原本を誤用研
究の資料として活用していただいている。
　これら実践を「日本語学習へのモチベーションをどう高めるか」という観点から考えると
①　『作文集』から取材のヒントを多様に引き出す
①　「書き慣れる」ために、10,000 字という目標設定
という 2点がとくに有効であった。
　7年にわたる延辺大学での日本語教育を無事終えることができた。これも鳴門教育大学大
学院の恩師、橋本暢夫先生の導きがあればこそである。先生にはメールなどで幾度となく細
かなアドバイスやご指導をいただき、充実した仕事ができた。深く感謝申し上げたい。
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　外国語を学ぶ目的はコミュニケーションだけにあるのではない。文化を学ぶことに第一の
目的がある。この点からいえば、「日語作文Ⅱ」における「夏目漱石『坊っちゃん』研究」、
各自が設定した「日本文化研究」は、大きな意味があったのではないかと考える。
注
⑴　「座談会・延辺朝鮮族自治州における日本語教育再生と日本学研究の展望」（延辺大学日
本学研究所、2007）
⑵　南本義一「中国の作文教育」（野地潤家編『世界の作文教育』P354、文化評論出版、
1974）
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